
Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

32

研究論文

仮想 3D 空 間を用い た要介 護者観光旅 行支援 シ ス テ ム の 開発 と評価

Development 　of

’
“ The 　Virtual　3D 　Space　Sightseeing・tour 　Support　System ”

　　　　　　　　　　　　　　　　For　Handy 　capped 　lndividuals　and 　Evaluation

　　　　　　　　　　　　　　小 山 嘉紀 　 Y。，hi。。，i　KOYAMA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡 山県 立 大学 大 学 院 情 報 系 工 学 研 究科

Graduate　School 　of 　Systems 　Engineering ，　Okaya 皿 a　Prefectur鼠l　Universit￥

　　林 明倫 Akimi 、hi・HAYASHI

株式 会社両備 シ ス テ ム ソ リ ュ
ーシ ョ ン ズ

　 　 　 　 Ryobi 　System 　Solutions　Co ．　Ltd．

岡部 一 光 k 。 。 umit 、 u 　OKABE

　　　　　 株 式会社両 備 シ ス テ ム ズ

　 　 　 　 　 　 Ryobi 　Systems 　Co ，　Ltd．

三 宅 新二 Shi。ji、MIYAKE
　　　　株式会社両 備 シ ス テ ム ズ

　　　　　 Ryobi　Systems　Co．　Ltd．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横 田
一 正 K 。。um 。。。

　YOKOTA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岡 山県立 大学 情 報工 学部

Faculty 　of 　Co 皿 puter 　Science　and 　Sアstem 　Engineering ，　Okayama 　Prefectural
’
University

要　　旨

　要 介 護 者の観光 旅 行 へ の ニ ーズ は非 常 に高 い に もか か わ らず，要 介 護 者 観 光 旅 行 を 企画 し，実 施す る サ
ービ ス は立ち

遅 れ て い る。一方 ，旅 行 を 実 施 す る介 護 保 険施設 に と っ て も事前準備や付き 添い など負担 は大 ぎい 。 今回，要介護者観

光 旅行を企 画 す る ツール として，旅行企画 者の 事前確認 業務や，介護保険施設の 事前説明業務を効率化す る た め，仮想

3D 空 間体験 機能を持つ 要 介護者観光 旅行支援 シ ス テ ム を 開 発 した。下 見 に 同 行 して チ ェ ッ ク項 目を 収 集 す る と とも に，

事 前 確 認 業務 に 本 シ ス テム を使 用 し実 験 した。そ の 結 果 本 シ ステ ム は 要 介 護 者 観 光 旅行 の 事 前 確 認 業 務 に 有効 であ る

こ とが 確 認 で き た。今 後，多 数 の 観光 地 データを 収 集 した 上 で 旅 行 会社等が保 有 し，旅行 プラ ン として 提案する こ と に

よ り，要介 護 者 観 光旅 行 機会の拡大 と，更 な る サービス 向上が図 られる もの と考えられ る 。

Abstract
The　needs 　of 　a　sightseeing −tour　are　very 　high　for　handy　capped 　individuals，　but　the　planning　of 　a　sightseeing −tour　and 　services 　is

behind　fbr　them ，　On 　the　other 　hand ，　it　is　a　big　burden　for　the　nursjng 　care 　insurance　facility　and 　assistance 　te　ca 皿 y 　out 　and 　prepare　a

sightseeing −touL 　NQw ，　we 　have　developed 　the　system 　of 　sightseeing −tour　which 　has　the　function　of 　the　virtual 　3D 　space 　experience ，

The 　puiposc　is　to　promote　efficiency 　in　the　duties　of 　prior−con 悁  ation 　for山e　tour　planner，　and 　the　duties　of 　prior−explanation 　for

the　nursing 　care 　insurance　facil孟ty．　Then 　we 　joined　the　preliminary　inspection　and 　collected 　check 　items，　We　experimented 　wi 血 山is

system 　for　the　duties　ofprior −
。onfirmation ．　As 　a　result，　we 　co 【血rmed 　that　this　system 　is　effective 　for　the　prior−con 負  ation 　duties　of

the　tour　for　handy　capped 　individuals，　We 　are　collecting 　data　ot
’
　many 　sightseeing −plaoes　and 　giving　it　to　a　tour　company ，　which 　will

propose　new 　tour　p1田 ls　based　on 　it．　Theretbre，　the　han　dy　capped 　individuals　can 　take　more 　sightseeing ・tour　opportunities ．　We　think

that　this　service 　wil 正continue 　to童mprove ．

1，は じめ に

　 2006年に制定 され た 「観光立 国推進基本法」 は，観光 を 21

世紀 に お け る 重要 な 政策の 柱 と し て 位置づ けた 。 こ の 中で ，観

光旅行者の 利 便の 増 進に つ い て は 「高齢者、障害者、外 国人 そ

の 他 特 に配慮 を要 す る観 光 旅 行 者が 円滑 に利 用 で きる 旅 行 関 連

施設及 び 公 共施設 の 整備及 び こ れ らの 利 便性の 向上 、情 報通 信

技 術 を 活 用 し た 観 光 に 関す る 情 報 の 提 供等 に 必 要 な 施 策 を講 ず

る もの とす る （第 21 条）。」と 定め た 。 さ らに，2007 年制 定 の 「観

光 立 国推 進 基 本 計 画」 に お い て ，高齢 者，障 害者 等 の 移動 等 の

円 滑化 の 促進に 関 す る 法律 の 規 定 に基 づ き，旅 客施 設 ・車 両等，

道路，都
’
市公園，建築物等の

一
体的 ・総合的なバ リア フ リ

ー
化

に つ い て 具 体的 な数値 目標 が 掲 げ ら れ た
［11　［21。情報 通信 技 術 を

活 用 した 観光 情報 の 提 供 で は，イ ン ターネ ッ トに よる観 光 に 関

す る 様 々 な地 理空 間情報 の 送 受信 を支 援 す る こ と と して い る。

　 他 方，社 会 福 祉 基 礎 構 造 改 革 以 降，社 会 福 祉 の 理 念 は 旧 来
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の 保 護 救 済 と い う消 極 的 意 味 合 い か ら，要 介 護 者 の 自立 支援 ，

自己実 現，社 会 参加 の 促 進 へ と転 換 しつ つ あ る。具 体 的 に は．

身辺 介護 や 身の 回 りの 世 話 と い っ た生 命 ・生 活 を維 持 す る 援 助

か ら，要介 護 者 の 生 きが い ，楽 しみ ，交 流，学 び 等 の ニ ーズ に

も対応 して い こ うと す る もの で あ る、t　 2003 年 には 厚 生 労 働 省

か ら，「2015 年の 高齢者 介護」 が発 表 され，その 中 に お い て も，

要 介護 者 の 尊 厳 を重 視 した 介 護 の 必要 性 が 主 張 され て い る。

　 こ の よ う な社 会 的 ニ ーズが 背 景 に あ りな が ら，要 介 護 者 向

け の 観光 サ
ー

ビ ス は 立 ち遅 れ て い る の が 実 情 で あ る，、サ ービ ス

が 進 まない 理 由 と して 考 え ら れ るの は．観 光 旅 行 を企 画す る 際

に，要 介護者 や付 き添 い 要 員 の 視 点 に立 っ た 綿 密 な 「下 見 」が

必 須 で あ る た め で ある。旅行会 社 に は．こ の 下 見 の ノ ウ ハ ウが

乏 し く，か つ 手数が か か る割 に は 市場規 模 が 小 さ く収 益 が 少 な

い こ とも原 因 と 考え られ る 。

　 以 上 の よ うな現状 を踏 まえ，要 介護者観光旅行を支援す る

シ ス テ ム の 開発 を行っ た 。こ の シ ス テ ム は，下 見情 報 の 共 有化

を 図 る こ と を容易 に し，構成メ ン バ ー同士 の 活 動状 況 伝 達 を支

援す る コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア
［：ll

の 機能 を持つ 。こ れ に よ り，要

介護者観光 旅行 の 機会拡 大 と，更 なる サ ービ ス の 向上 が 図 ら れ

る もの と考えら れ る 。

2 ．本研 究の 目的 と定義

　 本研究の 冖 的は，旅行会社 や 介護保険施設 従事者 （以 卜
．
「施

設 従事者」 とい う。）が 要 介護 者 観 光 旅 行 を企 画 す る際 の 事前

確認業務 を支援す る シ ス テ ム を開 発 し，その シ ス テ ム の 有 効性

を明 らか に する こ とで ある 。本 研 究の 対象は，介護保険施設 に

お い て，施 設 利 用 者 で あ る 要介 護 者 の 自立 支 援 や 楽 しみ の 機 会

提供の 1 つ と して 実施 して い る観光旅 行 で あ る、、

　 「要介護者」お よ び 「介護保険施設」は 、介護保険法 （平成

9 年 12 月 17 日法律 第 123 号 ）で 以 下 の よ うに 定 義 さ れ て い る、、

　 まず，要介護者 は．（1）要 介護 状 態 に あ る 65 歳 以 上 の 者．

（2）要 介 護状 態 に あ る 40 歳 以 上 65 歳未満の 者で あ っ て ，そ の

要 介護 状 態の 原 因で あ る 身体 上 又 は 精 神 Eの 障 が い が 加齢 に 伴

っ て 生ず る 心 身の 変化 に 起因す る 疾病で あ っ て 政令で 定め る も

の に よっ て 生 じ た もの で あ る もの ．の い ずれ か に 該当す る 者を

い う。こ こ で 「要介 護状 態 」 と は，身体 E又 は 精神上 の 障が い

が あ る た め に，入浴．排せ つ ，食事等の 日常生 活に お け る 基本

的 な動作 の 全 部又 は一
部 に つ い て，厚生 労働省令で 定め る 期 間

に わた り継 続 して．常 時介 護 を要す る と見込 まれ る 状 態で あ っ

て，そ の 介護 の 必 要 の 程 度 に 応 じて 厚生 労働省令で 定め る 区分

の い ず れ か に 該 当 す る もの （要支 援状態 に 該当す る もの を除

く。） を い う。本研 究 で は ，（1）要 介 護状 態 に あ る 65 歳 以 上 の

者を要 介護者 と定義す る。

　 次 に、介護 保 険施 設 に つ い て は，介護保険法第 48 条第 1 項

第 1 号 に 規 定 す る 指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設，介 護 老 人保 健 施 設

及び 同項第 3 号 に 規 定す る 指定介護療養型 医療施設 をい うが，

本研 究 で は指 定 介護 療 養型 医療施 設を除 く。こ れ は，要介護者

を要 介護 状 態 に あ る 65 歳以 上 の 者 と 定義 し た こ と に よ る もの

で あ る。

　 本 研 究 は，3 節で 介 護保 険 施 設 （以 下 「施 設」 とい う。） に

お け る要 介 護者 観 光 旅 行 の 現状 と課 題 を提示す る。4 節 で は先

行 研 究 の レ ビ ュ
ーを，5 節 で は 本 シ ス テ ム の 概 要 を述 べ る．：6

節で は 施設従 事者に 対 し行 っ た ア ン ケ
ート調査結果 を，因子分

析 とテ キ ス トマ イ ニ ン グ分 析 に よ り考察 し，有効 性の 検 証 を行

う、、最 後 に，7 節 で 結論 を提 示 し今後 の 課 題 を 展望 す る。

3．要 介護 者 観 光 旅行 の 現 状 と 課題

3．1　 要介護者観光旅行の 現状

　 島川 の 研 究 に よれ ば、「ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を持つ 方 もほ とん ど

が 旅行 を した い と 思 っ て い る が、他 人 を煩 わせ た くない 、介 護者

の 不在 、受 け人 れ 環境 の 未整 備等 で 断念 して い る ケース が 多い こ

とが分 か っ た
〔4］

tt」と，旅 行の ニ ーズ と問題 点 を明 らか に して い る。

こ の 調 査 は，イン ターネ ッ トア ン ケートに よ り，ハ ン デ ィ キ ャ ッ

プ を持 つ 本 人 お よ び 家族 を対
．
象 と して 行 っ た もの で あ る、，

　要 介護 者 観 光旅 行 の 現状 を把 握 す る た め に，観光 旅 行実 績 の

あ る 岡 山 県 内 2 施 設 の ヒ ア リ ン グ 調 査 を実 施 した。こ れ らの

施 設 で ，過 去 に 実 施 した 観 光 旅行 の 概 要は 表 1の と お りで あ る。

表 1　要 介護 者 観光 旅 行 の 概 要 （人）
uF甲蔚萼F
黨晦嘆瓢
乎伽　 　　　　 　　　鞋

。．　 菰

　　 い

解
鷲 　 ，

　 　　轟、
　　サ

甲匸匸 ∬ r
。識   講 ：；露 ：隠 1；幾

・
距副

厨 い 幽   、ド 鯉、
ギ 〜

200（L8 6 16 山梨県，富士 登 Ill

200L7 7 17 岐 阜県，高山，黒 部

2005．7 17 7 広 島 県，呉 大和 ミ ュー
ジ ア ム

2006．922 9 香川県，小 豆 島

2007 ．523 7 鳥 取 県，と っ と り花 回 廊

2007．1019 8 広 鳥県，耕 三 キ とみ ろ くの 里

　 観 光 旅 行 は，い ず れ もバ ス 旅 行 で あ り，使 用 す る バ ス は車 椅

子 で も利 用可 能 な 33 人乗 りバ ス （図 1 参照 ） で あ っ た。旅 行

行程 は，トイ レ 休 憩 を増 や し，観 光地 や 食 事場 所 お よ び土 産物

屋 で の 滞 在 時 間 を多め に取 っ た ゆ と りの あ る プ ラ ン と して い る，、

懸

図 1　観光旅行 に 使 用 し た 申1椅 子対 応 バ ス

　 　 　零

　　響 塩
．、鴨 轟．

　 ヒ ア リ ン グ の 結果，要介護者観光旅行で 最 も重要 な こ とは、

事
．
前準備 で あ る こ と が 判 明 し た。な か で も現 地 を 下 見 し，バ リ

ア等 の チ ェ ッ ク ポ イ ン トを旅行 に 付 き添 う施 設 従 事者 （以下 「付

き添い 要員」 とい うu ） に 説明す る作業 は．大変 な 手間 を要 し

て い た。そ の 「F順 は，お よ そ 以 卜
．
の と お りで あ る。

　 まず，施設従事者が 実際 に 観光地 に 赴 き，現 地 の バ リ ア 情

報 を確認す る。こ れ は，観光施設の パ ン フ レ ッ トに は バ リア フ

リー対応 と記
．
載 さ れ て い て も，現 地 で チ J一ッ ク す る 必 要が あ る

か らで ある 。 例 え ば．傾 斜や 階段 は な くて も砂利 道 や 石が 敷 き
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詰め て あ る道 で は車椅 子 が押 しに く く，要 介 護 者 が車 椅 子 に 乗

っ て い て 体 が 痛 くなる こ とが あ る。ベ ン チ の 数 も，休 憩 回数 が

多い 要 介 護者 や 施 設従 事者 に と っ て は 大 きな問 題 と な る こ と が

あ る。ス ロ ープや エ レ ベ ータ を利 用 す る 際 も，傾 斜度 合 い や 途

中 で 車椅子 の 方向転換 が 必 要か否 か，エ レベ ータ出 入 口の ス ペ

ース 等，車 椅 子 を押 す施 設従 事者 に と っ て は 重 要 な チ ェ ッ ク 項

目が あ る。さら に，旅行 参加 者 に は 土 産物 を 買 い た い とい う希

望 が 大 変 多 く，観 光 地 にあ る土 産 物屋 の 入 り口 や 店内の 移動 ス

ペ ース の チ ェ ッ ク も重要 で あ る とい う。

　下 見 に際 して ，施 設従 事者 は 立 ち寄 り先 の 写 真 を撮影 し，バ

リア 情報 な どの 注 意 事項 を ま とめ ，「チ ェ ッ ク 項 目表」 を作成

す る。チ ェ ッ ク 項 目表 に は，行程 （車内，トイ レ休憩，食事，

土 産 物 屋，観 光 地 ） ご と に車 椅子 対 応 トイ レの 有無 や 個 数 移

動 の 制 限事項 な ど の チ ェ ッ クポ イ ン ト をま とめ て い る 。 な お，

ド見 は 経験豊富 なベ テ ラ ン 施設従事者が 行 っ て い る。こ れ は 以

前，初 心 者 に 下 見 を 行 わ せ た と こ ろ ，「観光気 分 で 下 見 の 意 味

を成 さな か っ た 」 とい う事態が 発生 した た め だ とい う。

　 下見が 終 わ る と，付 き添い 要 員 を集 め て 事 前 説 明会 を行 う。

観光 地 の パ ン フ レ ッ トや チ ェ ッ ク 項 目表 を使 用 して ，行 程 ご と

の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト，薬や 食事内容，緊急 連 絡先の 確認 な ど を

口 頭 で 説明 して い る 。

3．2　要介護者観光旅行の 課題

　下 見 を行 っ た施 設従 事者 が，バ リア 情 報 を写 真 とチ ェ ッ ク 項

目表 だ けで 付 き添 い 要 員 に 伝 え る こ とは 難 しい 。事 前 準 備 は，

施設 従 事 者 の 個 人 的 ノ ウ ハ ウ に よ る と こ ろ が大 き く，それ が 彼

（女）らに大 きな負担 を強 い て きた。また，説 明 資料 は紙 ベ ース

の た め，下 見 を行 っ た 施 設従 事 者 の 意 図 が な か な か伝 わ らず，

実感 が 得 に くい と い う課 題 もあ る。そ の た め，施 設従 事 者 ど う

しの 認識 度 合 い に差 が生 じる こ とが下 見の 問題 点とな っ て い る 。

　 従 っ て ，施 設 従 事 者 が要 介 護 者 観 光 旅 行 を 成 功 させ る た め

の 最大 の ポ イ ン トは ．事前準 備 の 「下 見」 と，付き添 い 要 員 へ

の 「事前説 明」 と い える 。 こ れ まで ベ テ ラ ン の 施設従事者の ノ

ウ ハ ウ に 頼 っ て い た 下 見 業務 を標 準 化 し，付 き添 い 要 員 へ の 正

確 な 説明が 可 能に な れ ば，要 介護者観光旅行 も容易 に な る で あ

ろ う。そ こ で ，事前確認 を効率的 に 行い ，付き添い 要員の 認 識

度向上 を 目的 と し た 要 介護者観光旅行支 援 シ ス テ ム （以 下 「本

シ ス テ ム 」 とい う。） を開 発 した。

4 ，先行研究の レ ビ ュ
ー

　観光 地 を仮想空 間上 に再現す る研究 は多数あ るが （米田 ら
［S］
t

石 川 ら
［6］
，矢 入 ら

［Tl
，神谷 ら

［8］
．宮 原 ら

［91
，天 目 ら

［1°lt
矢 野 ら

［11］，鶴 身 ら
［121

），要介 護者 の 観 光 旅行 を支 援 す る とい う視 座 に

着 目 した研 究 は少 な い 。例 え ば米 田 ら
匚5∫

は，携 帯電 話等 を使

用 して 情報 提 供 を行 う こ とに よ り，車 椅 子 利 用者 や 視 覚 障 が い

者，聴覚 障 が い 者 の 移 動 支援 を行 っ て い る。また，石 川 ら
［6］

は，

交通 機 関 の 拠 点 に IC カード端 末 を設 置 して ，案 内 や 誘導 の 支

援 を行 っ て い る。こ れ らの 研 究 は，い ず れ も観光 の 現 場 で 要 介

護 者 を 支援 す る もの で あ り，要 介 護者 の 観 光 旅行 を企 画 す る 事

前確認 業務 を支援す る た め の 研 究 は 充分 に 行 わ れ て い な い 。

　 次に，先行研究の シ ス テ ム に 着 目す る と，高齢者 や 障が い

者の 観光旅行な どを支援する 研究 に お い て ，い くつ か の シ ス テ

ム が 議論 さ れ て い る 。例 え ば，矢入 ら
［71

が 提 示 し た シ ス テ ム

は，ある範囲の 全て の 歩道を特定の 規則で デ
ータベ ース 化 して

お き，利 用 者が 指定 した 身体状 況 や 好 み に 応 じて，最 適 な経 路

を 地 図上 に 示 す と い うもの で あ る。ま た，神 谷 ら
［8］

は，矢 入

ら が 提示 し た シ ス テ ム に 改良を加 え，3 次元 景 観 映像 を用 い て

擬似 歩行す る こ とを可 能 と して い る。こ れ らの シ ス テ ム は，あ

る場所 （また は物 や テ
ー

マ な ど）を 限定 して ，不 特 定 多 数の 利

用 者に 有益 な情報を提供 する こ と を 目的 と して い る た め ，次 の

よ うな 問題 点が 考え られ る。

　第 1 に 、シ ス テ ム で 使 用 す る デ
ー

タ ベ ース は，実 際 に 旅 行

に 参加する 要介護者 や 施 設従事者の 意見 が 反 映 されて い な い た

め，必 ず し も利用者に とっ て 最適 な データで あ る とは言 え ない 。

特 に ，要 介 護者 が 単独 で 移 動 す る こ と が 前提 と な っ て い る た め ，

付 き添 い 婆員の 視点 が 含 まれ て い な い 。第 2 に，広 範 鬨 の 利

用 者 に 適合 す る よ うな客観 的 な基 準 を持 っ た データ に近 づ け る

た め に ，多 くの 人 員や 時 間 をか け た現 地 調 査 ・デ
ー

タ 収 集が 必

要 と な る v 第 3 に，こ れ ら の シ ス テ ム で は，実 写 映 像 を 直 接

用 い た り，CG や ア ニ メ ーシ ョ ン を重畳 表示 させ る方式 を採 用

して い る もの が 多 い ため．作 成 に専 門 の 知識 を必 要 と し，モ デ

リ ン グ コ ス トが 増大 す る と と もに，オ ブ ジ ェ ク トの 数 に 応 じて

レ ン ダ リン グ処理 に必 要 な計 算 量 も増 大す る 。

　 しか し，本 シ ス テ ム で は，特 定 の 施 設 従 事 者 が 要 介 護 者 と

付 き添 い 要 員 を対 象 と して ，様 々 な 観光 地 の デ ータ を 容易 に 作

成で き，そ の データに は 利用 者の 主観を反映すべ きで ある 。 さ

ら に ，施 設 従 事者 や要 介護者 が 簡 単 に 利 用 で きる もの で な くて

は い け な い 。 そ の た め に，（1）チ ェ ッ ク ポ イ ン トを，3 次 元 情

報 と して 施設従事者間 で 共有で きる，（2）観光地 の 全体像を把

握 で き る，（3）施 設従 事者 が 簡 単 に 利 用 で きる．（4）将 来対 応 と

して ，要 介護者自身が 事前 ・事後の 振 り返 りが で きる よ う操作

を よ り簡単 に す る た め の イ ン タ フ ェ
ー

ス を製作す る．の 4 つ

の 機能を 考慮 した 。

5 ．本 シ ス テ ムの概要

5，1　 ベ ー
ス シ ス テ ム （Simple 　Walker）

　本 シ ス テ ム で は，我 々 が 開発 した Simple　Walker 【i3 ］
をベ ー

ス シ ス テ ム と し て 採用 し た。Simple　walker は，コ ン ピ ュ
ー

タ 画 面上 に 写 真 画 像 と地 図画 像 をベ ース と して 仮 想 3D 空 間 を

構築 し，現実空 間に お ける移動 を視聴覚的 に 体験で きる シ ス テ

ム で あ り，こ れ ま で に 倉敷美 観地 区，岡山 後楽園 な ど多 くの 場

所 を デ ィ ジ タ ル 化 し て きた 。Simple　Walker を使 用 す る こ と

に よ っ て ，3D 作成 の 知識 を持 っ て い な い 人 で も 「デ ィ ジ タ ル

カ メ ラ 1 つ で 簡 単 」 に 仮 想 3D 空 間 を構 築 で き る。操 作 は 「直

感 的で 分 か り易 い 」 もの で あ り，構 築 した 仮 想 3D 空 問 を 「Web

に 公開 で きる」 と い う利 点 が あ る。

　 Web ブ ラ ウザ か ら，仮 想 3D 空 間が 公 開 さ れ て い る HTML

フ ァ イ ル を 読 み 込 む と，そ の HTML に記 述 され て い る情 報 を
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基 に，Simple　Walker エ ン ジ ン が 空 間情報 を読 み 込 む 。 空 間情

報 とは，仮想 3D 空 間を作成 する た め の 情報 を定義 した もの で

あ る。Simple　Walker エ ン ジ ン は、こ の 空 間情報の 記 述 に 基 づ

い て 仮想空 間 の 作成に 必 要 なマ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ （以 卜
．

「コ ン テ ン ツ 」 とい うΩ を読み 込み ，コ ン テ ン ツ を用 い て 仮想

3D 空 間 を動 的 に 生 成 し，Web ブ ラ ウ ザ 上 の ビ ュ
ー

ワ に 表示 す る、、

こ こ で い うコ ン テ ン ツ とは，静止画 や 音声．テ キ ス ト とい っ た

デ ィ ジ タ ル デ
ー

タ を表す。Simple　Walker の 概念図を図2 に 示す。

Web サ
ー

バ

、

瞰 1

LWobブラ ウザ  

　 　 　 　  

画
　　　　  

甎m 函ow 餽  

　 エン ジ ン

 
室勲愉鞭

 

   

　 　 マ ル 于 メ ディア

　 　 ，ンテ ン ツ1

　 回
　 　 　 静止 藺

　　回 國
　 　 テ キ叉ト　 　 璽 芦

図 2　Simple　Walker の 概念図

　 Simple　Walker の 特 長 は，交 差 点 を 360°パ ノ ラ マ 画 像 で

表示 し，交 差 点問 を結 ぶ 経 路 に 沿っ て 移動する 画像 を組み 合わ

せ る こ とで，現 実空 間に 近 い 仮 想 3D 空 問を実 現 す る 点 に あ る。

図 3 に Simple　Walker の 空 間モ デ ル を示 す。

図 3　 Simple　Walkerの 空 問モ デ ル

　交差 点 の パ ノ ラ マ 画 像 に 写 っ て い る複 数 の 経路 か ら進 み た い

経 路 を選択 す る と，連 続 した 画 像 を順 に 表 示す る。経 路 画 像 の

表示が 終わ る と，経路の 終着点 とな る 交差 点 の 画像 を表示 す る。

こ の よ うな 手 法 に よ っ て ，ま る で 経 路 を歩 い て い るか の よ うな

感覚 を シ ス テ ム利 用 者 に与 え る。操 作 は，コ ン ピ ュ
ータ画 面 上

に表示 され る枠や ボ タ ン をマ ウ ス ク リ ッ ク す る だ けで 良 い 。

　 ま た ，仮 想 3D 空 問上 の 任 意 の 地 点 に 対 して ，季 節 や 気 候．

年月 日．時 間帯 の 異 な っ た様 々 な写 真 画 像 をセ ッ トで き，現 実

空間 の 多次元 的 な表現 が 可能で あ る 。例 えば、経 路 上 の 同
一

箇

所 で 異 な る 時 間 に 撮 影 した 写 真 画像 を使 用 して 仮想 3D 空 間 を

構築す る こ とに よ り．昼 と 夜に よ っ て 状 況 の 違 う道 路 や 交差 点

等の 危険箇所を確認 す る こ と もで き る。また，季節 ご との 景色

や観光地の 状況 な ど の 確認 を行うこ と も U∫能 で あ る
［1些、なお、

仮 想 3D 空 間 の 中 に 写 りの 悪 い 写 真 画像 が あ れ ば、そ れ だ け を

後 か ら差 し替え れ ば 良 し  

5 ．2 　Simple 　Walker に よ る 仮想 3D 空 間 の構 築

　 Simple　Walker を使 っ て 仮 想 3D 空 間 を構 築 す る 際 に 必 妛

とな る の は ，対象空 間 の 2 次元地 図 と写 真撮 影 の た め の デ ィ ジ

タ ル カ メ ラ で あ る。地 図 は ．距 離 や 方位 が 正 確 な もの で な くて

もよ く，対象の 椙対的 な位置関係 が 合 致 してい れ ば パ ン フ レ ッ

トに 載 っ て い る イ ラ ス トの 地図や 手書 きの 地 図 で も構わ な い 。

　 空 間の 恢 想 3D 空 間化 を 行 う手順 は 以 下 の とお りで あ る。ま

ず対象空 間 の 2 次元 地 図 を用 い て ，空 問 を 交差 点お よ び 交 差

点間 を結 ぶ 経路 の 2 つ に よ っ て モ デ ル 化す る 。 そ の 際，地 図

．Eに 交差点 と す る ポ イ ン ト と経路 を 記 し て お くこ と で，撮 影を

ス ム
ーズ に 行うこ とが で きる t．

　 次に、作成 した モ デ ル に 従 っ て 対 象空間 の 写 真 撮影を行 う。

交 差 点 で は，パ ノ ラ マ 画 像 作 成 の た め 360
°

回．転 し な が ら 10

枚前後撮影 し，経 路 で は
一・

定 の 間隔 で前 後 2 枚 ず つ 撮 影す る、，

　 最後 に，パ ノ ラ マ 画像 の 作成 と空 間 情報の 記 述 を行 う，　tt交

差 点で 撮影 した 画 像は、両 像 加工 ソ フ トウ ．L ア を 使 用 し 36ぴ

パ ノ ラ マ 画 像 に 変換する 。 空 間 情報 の 記 述 は，Simple　Walker

の 編 集機能 を用 い て、地 図 1二の 交 差点位置に パ ノ ラ マ 画像 を 配

置 し、交 差 点間 の 経路 に は 該当す る 連 続 写 真 を 設定 す る。

5 ．3 　本 シ ス テ ムの 開発

　 本 シ ス テ ム の 開発 に 当た っ て は ，施 設 従 事者 か ら の 指 摘 に 基

づ き Simple　Walker を改良 し，機能 の 向上 を図 っ た 。 改良 を加

え た の は．以下 の 2 点で ある、，な お，こ れ らの 改良は ，Simple

Walker を姜 介護 者観光旅 行 支援 に 特 化 す る た め の み な ら ず，

例 え ば 不 動産や 交通
・
流 通 の よ う な様 々 な分 野 で 利用 す る上 で

も有用 な もの で あ り，その 点に お い て 汎 用 的 な改 良 と い える 。

5 ．3 ．1　 対応 1 …　　 経路途中で 確 認

　Simple　Walker で は交差点で の み 全方位 の 確認が 可能で あ り，

経 路 の 移 動 中 は 次 の 交 差 点に 到 達 す る ま で 前 方 向 の 連続 した 画

像 しか 表示 しな い た め ，経路途 中 で は 周 囲 の 確 認 が で きな い
。

そ の た め．チ ・・．ッ ク ポ イ ン トが経 路周辺 に 存在す る場合，そ の

ポ イ ン トを確 認 す る こ とが で きな い ttこ れ は Simple　Wnlker が

簡便 な仮想 3D 空 間の 構築 を 目的と した シ ス テ ム だか らで あ り，

交差 点 と経 路 に よっ て 空 間 をモ デ ル 化 し て い る か ら で あ る、　／t

　そ こ で，こ れ まで 経 路 と し て
一

定の 間 隔 で 連 続 写真 を 撮 影 し

て い た 地 点 に お い て も、パ ノ ラ マ 画像を撮影す る こ と に し た 、

こ れ は，全 て の 撮影地 点 を交 差 点 と規定す る こ とで あ る 、、な お ，

チ ェ ッ ク ポ イン トの 存 在 す る 地点 や 内容は ，要 介護者の 状態や

介 護 レ ベ ル に よ っ て 異 な る が ．そ の 都度該当す る 地 点に 設 定す

れ ば よ い 。こ の 予法に よ り，連続写真に よ る 歩 く感覚 は 減少す

る 代 わ りに，全 撮 影 地 点 で の 周 辺 状 況 の 確 認 が 可 能 に な っ た、．

図 4 に Simple　Walker の 改 良型 空 間モ デ ル を示 す、、

　パ ノ ラ マ 画 像の 撮 影 に は，O−360°全方位 ミ ラ
ー

レ ン ズ を接
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続 した デ ィ ジ タ ル カ メ ラ を使用 し た。こ の 機材 は，一
度 に 周 囲

を撮 影
．
叮能で ある た め ，撮影枚数 と撮影時間 の 短縮が 図 ら れ た 。

また ，従来 の 方法 と違 い ，画 像の つ な ぎ 目 が 存在 し ない こ とか

ら，パ ノ ラ マ 画 像の 作 成 に 失 敗 が な い と い う利 点 もあ る．

図 4　Simple　Walker の 改 良型 空 Itllモ デ ル

　 さ ら に，こ の 手法 に 変
．
更す る こ とに よ り，デ

ー
タ 設定 の 方 法

もパ ノ ラ マ 画 像 の 設 定だ け で 可 能 とな っ た。具体的 に は，こ れ

まで 「交差 点 」 は空 間 モ デ ル に お け る 頂 点 と捉 え．

〈頂 点 〉：：＝ （〈識 別子 〉，1〈属性 〉，…　 ，＜属 性 ＞D

〈属性 〉：：；（〈属 性値 〉，〈パ ノ ラ マ 写真 〉）

の ように ，頂 点 と して の 識 別子 を持 ち，属 性 ご とに対 応 す る パ

ノ ラ マ 写 真 を保 持 して お り，［道」 は 空 間 モ デ ル に お け る 辺 と

捉え、経路 写 真 を．提 示順 序 を定 め た順 序 集 合 と定 め て，

〈辺 〉：：＝（｛〈識 別子 〉，＜識 別子 ＞1，｛〈属 性 〉，…　 ．＜属 性 ＞D
〈属 性 〉：：＝ （〈属 性 値 〉，｛〈経 路写 真 〉，… ，＜経 路 写 真 ＞D
と し，2 つ の 交 差 点 （頂 点 ）を対

．
応 付 けた 識 別子 を持 ち、属性

ご とに 対 応 す る経路 写 真 を保 持 して い た。

　 こ れ に 対
．
し，改 良 型 で は，「交 差 点 」 の 空 問モ デ ル は 従 来 型

と同様で あ る が．「道 」に お け る 空間 モ デ ル を，

〈辺 〉：：
＝（｛〈識 別子 〉，＜識 別子 ＞D

と した。「道 」 に つ い て は．2 つ の 交 差 点 を 結 ぶ た め の 情 報 の

み を持た せ ，属性 の 設 定 を不 要 と した。こ れ に よ り，空 間モ デ

ル の 単 純 化 が 図 られ た。

　 なお．属 性 ご とに写 真 を保 持 す る の は ，昼 と夜，季節 な どの

条件に よ り対応 す る写 真 を切 り替 える た めで あ る u 本 シ ス テ ム

に お い て も雨 で すべ りや す い 路 面 や，夜 に なる と識 別 しづ らい

段 差 な どの 条件 に よ り，写真 を 切 り替 え る こ とが で きる tt

5．3．2　対 応 2 …　 イ ンタ フ ェ
ースの 製 作

　 施 設従 事 者 に は，パ ソ コ ン操 作 が 苦 手 な 人 も多 く，要 介護 者

の 中に は，キ ーボードや マ ウ ス 操 作 が 困難 な 人 もい る．そ こ で ，

だれ で も簡中．に扱うこ とが で き，しか もロ ー
コ ス トな 「手作 り

イ ン タ フ J −一ス 」 を 製作 した 。材 料 は ．要 介護 者 が 安心 して 使

え る よ う，柔 軟 性 に 富 み，折 り曲 げ に 強 い もの を採 用 した 。具

体 的 に は，導電性 布粘 着 テ
ー

プ （ア ク リル 系粘 着剤 と ニ ッ ケ ル ・

銅 被 覆 ポ リエ ス テ ル 織 布 を組 み 合 わ せ た もの ）と 隙 間テ
ー

プ （発

砲 ポ リエ チ レ ン に 粘 着加 工 を した もの 〕 で あ る、、ス イ ッ チ 材料

は，導電 性 布 粘 着 テープ と隙 問 テ
ープ を切 っ て 製 作 し，ケーブ

ル は，導 電 性 布 粘着 テ
ー

プ を必要 な長 さ ・幅 に 切 る ．、

　 製作 手 順 は，導電性 布粘 着 テ ープ の 両 端 （導 電 面 側 ） に隙 間

テ
ー

プ （小 ） を貼 り付 け た もの を 2 つ 作 る。導 電 面 が 向 か い

合うよ うに 組み 合わ せ ，外側 か ら 隙 間 テ
ー

プ （大〉 を貼 り固定

する、、布状ケ
ー

ブ ル とス イ ッ チ を、セ ロ フ ァ ン テ
ープ で 止 め る。

以 上 で，ス イ ッ チ ・ケ
ー

ブ ル の 完 成 と な る 〔図 5 参照）。

隙 間テ
ープ 〔大）

、
e

図 5 　ス イ ッ チ ・
ケ
ーブル

　パ ソ コ ン との 接続は，ゲ
ーム 用 コ ン トロ ー

ラ の 部品を使用 す

る。ゲーム 用 コ ン トロ
ー

ラ は，ボ タ ン の オ ン ・オ フ を内 部 の 制

御 基 板 が 感 知 し．パ ソ コ ン に 信 号と し て 伝 え る こ とで 入 力 を行

っ て い る。こ の 制 御基 板 を利 用 し，ス イ ッ チ ・
ケ
ーブ ル をセ ロ

フ ァ ン テ
ープで 貼 り付 け る こ とで、ス イ ッ チ とキー

ア ク シ ョ ン

を対 応 させ る こ とが で きる。ス イ ッ チ と対 応 させ る ア ク シ ョ ン

に よ っ て ．前進 ス イ ッ チ や 後退 ス イ ッ チ ．左 右の 旋 回 ス イ ッ チ，

音 声 ス イ ッ チ，ズー
ム ス イ ッ チ．ナ レ

ー
タ操作 ス イ ッ チ等，利

用 者 の 要 求す る 機能 を満 た す ス イ ッ チ を設定 す る こ とが で きる。

　 ス イ ッ チ は 様 々 な もの に 貼 り付 け た り埋 め 込 ん だ りで きる。

例 え ば，手足 の 運 動が 可 能 な要介護者が，前進 ス イッ チ を貼 り

付 け た 足 ツ ボ マ ッ トを踏 む と，一歩 ご とゆ っ く り歩 い た よ うに

前進 し，手
・
指で 左 右旋回 ス イ ッ チ を埋 め 込 ん だ ボ

ール ・
指人

形 を押 す と旋 回 す る。

　 また、ヌ イ グ ル ミの 中 に ス イ ッ チ を堤 め 込 み ，頭 を押 す と前

進，右横腹 を触 る と右旋回する もの や ，複数の ス イ ッ チ を まと

めた 操 作 パ ネル の 役 割 をす る 棒状 の もの な ど も製 作 した （図 6

参 照 ）。なお，ス イ ッ チ 1個 あ た りの 材料 費 は、10円以下 で あ っ た。

tt 唾澤　壽

．麟

；；1
ウ　
奐

　戸聯

繋華 蕁

’緲 毒

響擁

醐 亀

ftk 撃

豊 謹羈鈩
擁 勧

塗 錘轂

窰搬

獲
油

一

　 　 　 　 図 6 手作 りイ ン タフ ：［
一ス の 例

（左上 ：足 ッ ボ マ ッ ト型，右上 ：

　　　 左 下 ； ヌ イ グ ル ミ型 ．

欝 蠶…鍵 靆 譲鎌 購騰 纏 ｝濁
縛

鋼 鵬 縄 聖 囎 聯 き 羲鈴 毒龠 ’蝉 譲塾　 翻 命

　　ボ
ー

ル 型 ・指人 形型，
　右下 ：棒型 〕

解
瞬
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5．4 本シ ス テム の コ ン テ ン ツ 作成

5 ．4．1 後楽園コ ン テ ン ツ の 作成

　本 シ ス テ ム の 開 発 で は，最初 に ベ ース とな る 後 楽 園 コ ン テ ン

ッ を作 成 した。後楽 園 は，2003 年 4 月 に も Simple　Walker に

よ り仮 想 3D 空 間 化 を行 っ て い たが ，本 シ ス テ ム で は改 良へ の

対 応 1 と し て，全地 点 を パ ノ ラ マ 撮 影 し た た め ，全 く新 し い

コ ン テ ン ッ とな っ た。こ れ に よ り，撮影時 間 とそ の 後の 構 築 時

間が 大 幅 に 短縮 さ れ た、，

　 撮 影時 問は 27分 と，5 年 削に 比 べ 1時間 23分 の 短縮 が 図れ た。

なぜ な ら従来型 は．交 差 点 で はパ ノ ラ マ 合成 の た め に 撮 影 角 度

や 水平 を考慮 しなが ら 10枚 前 後撮 影 し、経路 で は 前後 2 枚 ず つ

撮 影 して い た ため で あ る。また，構築 時 間 は 1 時 閲 30分 と，30

分 の 短縮 に な っ た e こ れ は，パ ノ ラ マ 画像 に 加 1：す る
：
尹問 が な

くな っ た こ とと，経路 設定 の 合理 化 が図 られ た ためで あ る。なお．

2003 年 4 月の 時 は，撮 影 時間，構 築時 間 と も 2 時 間で あ っ た．，

5．4．2　 下 見 コ ン テ ン ツ の 作 成

　 本 シ ス テ ム の 下 見コ ン テ ン ツ を作 成 す るた め．下 見経 験 豊 富

なベ テ ラ ン 施設 従 事者 1 名が 同 行 し，後 楽 園 の 下 見お よびチ ェ

ッ ク ポ イン トの 収 集 を行 っ た。観 光地 の 滞 在 予 定 時 間 は約 1 時

間強 と 見込 み．同 程 度 の 時 間 をか け て 下 見 した 、チ ュ ッ ク した

項 目は，（1）車 椅 子 の 通 路．（2）休 憩 所．トイ レ の 場 所 （3）食

事箇 所，茶 店，（4）土 産物 屋 の 4 項 凵で あ 70，、こ れ ら の チ ェ ッ

ク ポ イ ン トを本 シ ス テ ム に マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ と して 設

定 を行 っ た。図 7 は施 設 従事 者 に よるチ ェ ッ ク例 （写 真 ）で あ る。

　　　　　 図 7　チ ェ ッ ク例 （写真 ）
（左上 ： 砂 利敷 き、右上 ： 唯心 山 （入 口 ）飛び 石，
左 下 ：狭 い トイ レ 入 口，右 下 ： 茶店 入 口 の 石 畳 ）

　チ ェ ッ ク した 箇所は ，施設 従事者か ら 指摘 の あ っ た 11 箇所

で ある，，こ れ ら の 箇所は 携帯電話に 搭載 さ れ た デ ィ ジ タ ル カ メ

ラ （約 130 万 画 素 ） で 撮 影す る と と もに．位 置 を 地 図．ヒへ f’

書きで 記録 し，指摘 され た 内容 を メ モ に 30 文字程度で ま とめ

た 。 表 2 に そ の 箇所 と メ モ を示す 。

　収集 し た チ ェ ッ ク 項 日 を 基 に．写 真 画 像 ユ1 枚 と チ ェ ッ ク メ

モ 11 個 を作成 し，後楽 園 コ ン テ ン ツ に 追 加 した 。 作業 に 要 し

た 時間は 約 25 分で あ っ た ．

表 2　指 摘 箇 所 とメ モ の 内容
炉∬　　窄卑　￥晦　　べ　窄歪　　貯悼　竇
：．灘櫛籥豚 ； 

贈　 h 　　昌　 　ミ｛　 　
广
　 胴　　 　・F　冗　　 回　噌　　・・　。r　　・　　鯉　　臼　　 ・　 卩

廟黜’一μ　卩一　寧一メ 母 暇　・…　　 岬　　叫　・囁慝　　　　　　売　　　竚　　广庫　諍臼　　乱、　｝琵　　，、　轟　　　炉　　弄油　　r　・　早弄　　．　　　ド　　囁
バ ス 駐 車 場 か ら

の 移 動
約 100m で入 冂 ，移 動 は 容 易

トイ レ

車 椅 了
・
対 応 トイ レ は 人 口 横 の 1筒所 の み の

た め ，園 内 遊 園 の 前 に 済 ま せ る こ と、．一
番

奥 の 茶祖 堂付 近 に は
．．一
般 トイ レ もな い

休 憩ベ ン チ
3 人掛 け の ベ ン チ が 点 在 し て い るが ．一

度 に 皆

が 休 め る 場 所 は な い

入 口 左 手 トイ レ 園 内唯
．
の バ リア フ リ

ー
対応

土 産 物 屋 車 椅 了
．
で 買 い 物 で き る

人 凵 す ぐの 道
砂 利敷 き　（粒 6mm 程度 ） が 続 く

車 椅 了
．
が 押 し に くい

進 入注意 エ リア

．
「色 が 「ニエ リア は 入 口 に 段 差 が あ り，輿 も

通 行 不 能箇所が 多い の で 人 ら な い 様 に

慈眼 堂 前 の 茶店 通 路 が 石 畳 で 段 差 が あ り狭 い

唯 心 山 （人 凵 ） 手 前 か らの 人 凵 は 飛 び 石 な の で 通 れ な い

唯 心 lr1 （登 り冂 ）
登 り11に 段 差，登 山道 も飛 び 石 で 登 る こ と

は 不 可能

八 橋 奥の 「・イ レ 入 凵 ，通 路 と もに 狭い

5 ．5 　本 シ ス テ ムの 画面

　 以 上 の 過 程 を経 て 作 成 した コ ン テ ン ッ を基 に、本 シ ス テ ム

を実行 した 際 の 画 面 イ メ
ー

ジ を図 8 に 示 す 。

図 8　本 シ ス テ ム の 画 面

　 使 用方 法 に つ い て 簡 単 に説 明 を行 う、、画面 L部が パ ノ ラ マ 表 示

部で ある ，
パ ノ ラマ 表示部横の 矢印ボ タ ンで 視点の 360”旋回がで

き，移動可能方向枠を選択 して ス イ ッ チ を押す と，その 方向に移動

す る、、ズーム イ ン ス イ ッ チ は 「＋ 」 ボ タ ン ，ズー
ム ア ウ トス イ ッ チ

は 「
一．」ボ タ ン に 対応 して お り、ス イ ッ チ を押す と視点の 拡大，縮

小が で きる 。 また，チ ェ ッ ク メ モ が あれ ば同時に 表示 され る 。

　 パ ノ ラ マ 表示 部 の 右
．
卜
．
部 分 が ，地 図 表示 部 で あ る ／t 地 図 表

示 部内の 二 重丸 〔実 際の 画面で は 赤丸）は チ ェッ ク ポ イ ン ト を．

白丸は パ ノ ラ マ 撮影ポ イ ン トを，黒丸は 現 在位置を示 して お り．

パ ノ ラ マ 表示 部 と連 動 して い る 。地 図の 左 側 に は，チ ェ ッ クポ

イ ン トに 該当す る 写真 と説 明 が ふ きだ しで 表示 され る 。

　 地 図表示部 の 左部分は ナ レ
ー

シ ョ ン 表示部で あ り．発 話 ス
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イ ッ チ を押 す と，ナ レータ が チ 」 ．ッ ク ポ イ ン トの 内 容 を音 声 合

成 に よ り発話 す る，、

6．本 シ ステ ム の利 用 実験 と有 効性 の検証

6，1　 ア ン ケ
ー

ト調査の 内容と結果

　 2008 年 5 月 か ら 6 月 に か け て 9 施 設 を訪 問 し，施 設従 事 者

の 勤 務 状 況 にあ わ せ て 1 〜2 名ず つ に 分 け て 利 用 実 験 を行 っ

た 後　ア ン ケ
ー

ト調 査 を実施 した 。ア ン ケ
ー

ト調 査 票 の 回収 は

52 票 で、す べ て が 有効 票 で あ っ た 。実 施 した ア ン ケート調 査

の 内容 と結 果 を表 3 に 示 す 。 全設 問 は．5 段 階 尺 度法 に よ り点

数化 （5 点 ：全 くそ う思 う，4 点 ： ど ち ら か と い えば そ う思 う，

3 点 ： ど ち ら と も い え な い ，2 点 ： ど ち ら か と い え ば そ う思 わ

ない ，1 点 ： 全 くそ う思 わ ない ） した ．，

　表 3 を見る と．どの 設問も比 較的高い 平均評価値 とな っ て い

る．特に 平 均評 価 値が 高い の は，設 問 1，4，5，7 で あ る、．こ れ らの

設 問で は，本 シ ス テ ム が 現 地の ド見に 関 して 有効 で あ る こ と を示

して い る、，また．こ れ らの 設問は 慓準偏差も小 さ く，回答者の バ

ラ ツ キが な い こ と も示 して い る。つ ま り，施 設従 事者の 多数 が．

シ ス テ ム の 有効性 につ い て 高い 評価をして い る こ とが わ か る，、

表 3　ア ン ケ
ー

ト調 査 の 内容 と 結果 （n ＝ 52）

．灘 鍛 ζ

・母 興

　 　 　 μ弓　 賢　 ・一躍　 蹄　 沮卿
　
帛

帰
糠 磐 隅 欝 釣礬

幽

一　 貿．、　 　 　 嚇　 昭咽　 舵伊　 瞬兜v　 脚
彗覇 髫雲
醗鈩　内か　　　奪脚

縹

1；；
輌

参
’

叫 窄
1 現 地 の 下 見 に 使用 で きる 遭．4O ．52

2
歩い て い る よ う な臨場 感 が あ

る
3，90 ．70

3
現 地 に 行 か な く て も バ リア 情

報 が わ か る
3．9O ．65

4 紙 情 報 よ り理 解 しや す い 4．40 ．50

5
車 椅 子 を 押す 時の 注 意 点 が 良

くわか る
4．30 ．57

6
他 の 入 に バ リ ア 情 報 を 説 明 で

きる
4．10 ．60

7 あ っ た ら役 に 立 っ 4．4O ．56

8
手 作 リ イ ン タ フ こエース は マ ウ

ス よ り も使 い やす い

3．8Q ．68

9
自分 で コ ン テ ン ツ を 作 成 して

み た い

3、50 ．57

10 今後 も使 い た い 3．90 ．66

　 逆 に，平均 評価 値 の 最 も低 い の は ，設問 9 で あ 惹 ，施設従

事 者 は表示 された コ ン テ ン ツ に は関 心 を示 した が，自分で 作成

す る こ とに つ い て は 消極 的 な 回答 で あ っ た。こ の 設問 に 閧 し て

は 標 準偏 差 も小 さい の で ，多数 の 施 設 従事者が 同様 な意見で あ

る こ とが推 察で きる、，次 に 平 均 評 価 値が低 い の が 設問 8 で あ る

が，手作 りイ ン タ フ ーT−一ス に 関 して は ，標 準偏 差が 大 き く，普

段 マ ウ ス に 慣 れ て い る 施 設 従事者に は あ ま り評価 は 高 くな く，

マ ウス 操作 の 苦 手な施 設 従事 者 に は良 い 評 価で あ っ た と考え ら

れ る。パ ソ コ ン が 苦手 な施 設 従事 者 は ．短時 間 の 利 用 実験 だ け

で は操 作 に慣れ なか っ た と も考え られ る 。

6．2 　因 子分 析

　 全 設問 を総 合的 に 評価す る ため に．因子分析 を行 っ た 。 そ

の 結 果 は．表 4 に 示 す よ う に 第 3 因子 まで で 累積 寄 与率が 77

％ と な っ て お り，こ の ア ン ケートの 結 果 は 3 軸 の 因．ア に よっ

て 説 明 で き る。

　　　　　　　　表 4　抽 出因子 の 寄与率
守
辭

’ 油“ 悔
織 畿 鍵 縲 与 一（ 乳内o． ．r．瞞

1 3．97 39，71 39．74
2 2．61 26．13 65．87
3 1．13 ll．25 77．12
4 0，20 2．00 79．12

　．各因 子 の 設 問 番 号 に 対 応 す る 因子 負 荷量 が 0，5 以 上 を 降 順

に ソ ートした結 果 が．表 5 で あ る。

表 5 　因子 別 ソ ート因子 負荷 量
臣

同　　慧 鎧掴叢曩誌 諜　　 2姻 晒野 3；1 濃瞬装減 ：

1 0，9457O ，0036  ．25910 ．O・153
7 0，84410 ，1949  ．1940 一

〇．0271
4 0．81920 ．17420 ．1003 一

〇．2542
5 0．78950 ．09890 ．25870 ．2701
3 0，185了 0，9752 一〇．09590 ，0002
2 0，26220 ，8565 一 ．1448 一〇，0711
6 一〇．03900 ．83340 ．02640 ．0388
8 0．21  3 一

〇．  2560 ．9156 ．．0．上984
10 0．1705 一

〇，16500 ．7畦570 ．0925

9 0．18360 ，0029G ．71060 ．0811

　 因子 分 析 に よ り，第 1 因 子 （寄 与率 40％ ）、第 2 因 ア （寄 与

率 26 ％ ），第 3 因子 （寄 与 率 11％ ） と 強 い 3 軸 の 因 子 が 抽 出 さ

れ た 、、第 1 因子 は こ の シ ス テ ム の 「有効 性 」 を，第 2 因子 は コ

ン テ ン ツ の 「正 確性」，第 3 因子 は 参加 へ の 「意 欲 」を示 して い る、、

こ の 3 軸 の 因 子 の 合 計寄 与率 は 77 ％ を超 え て お り，こ の 3 軸 で

ア ン ケ ート結 果 を十 分説 明 で きる。こ れ らの 分 析 結 果 か ら，シ

ス テ ム の 有効性が確 認 で きた。ま た，実 際 に 下 見を行 っ て い る

よ う な 臨場 感 や，バ リア 情 報 の 確 認 を正 確 に 行 える と い っ た 仮

想 3D 空 間 な らで はの 特 長 に興 味 を持 っ て い る こ と も読 み 取 れ

る。しか し，操作性の 向上 を狙 っ た 手作 りイ ン タ フ ェ
ー

ス に 関

して は，評価 に バ ラ ツ キ が あ り，今 後 の 工 夫 が必 要 と考 え て い る。

6 ．3 　テ キス トマ イ ニ ン グ分析

　 次 に，ア ン ケー ト調 査の 自由記 述欄 に 記 入 の あ っ た 25 名の

文章 を基に ，テ キ ス トマ イ ニ ン グ 分 析 を行 っ た 。 文章中の 不 要

な 中．語 を削除 し．同 義語 の 統
一，指示 代名詞 の 名詞 化な どの ク

リ
ー

ニ ン グ 処 理 を行っ た 結果，単語 は 31 種、と な っ た。

　 そ の 結呆 を テ キ ス トマ イ ニ ン グ ツ
ー

ル 「KeyGraph 」
［lsl

に

よ り分析 し，可視化 し た （図 9）。KeyGraph は．一
般的 な テ

キ ス トマ イ ニ ン グ ッ
ール で は 1木1難 と さ れ る，文 章構成 の キ

ー
ワ

ー
ド抽出を 行うこ とが で き，単 語 と単 語 の 関係 をマ ッ プ 上 に 可

視化が で きる の が 特長で ある c、

　 図 9 の 黒 丸 は ．出 現 頻 度 の 高い 単 語 （人 が 文 章 を考 え る 際

に 土 台 となる 基本語）を表 して い る 。 白丸は，黒丸の 単語 と共

起 す る 出 現頻度 の 低い 単語で あ る。共起す る単語間 は 点線 で 結

ば れ て い る 。こ の 点線が 多 く集 ま っ た ￥一語 （二 重 丸 で 表 さ れ る ）

が 文章の 意思を表すキ
ー

ワ
ー

ドとな る 。
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図 9 　テ キ ス トマ イ ニ ン グ

期 待

殄 性

　 テ キ ス トマ イ ニ ン グ 分析 の 結 果 か ら，図 9 の 上 の 丸囲 み は，

車椅子で 実 際 に 移動す る と きに 段 差 の 大 きさや ，路面 の 状 況 が

詳 細 に表現 で きる本 シ ス テ ム に対 す る 「期 待」 と読 み 取る こ と

が で きる。下 の 丸 囲み は，食事．トイ レ．休 憩場 所，土 産物 屋

な ど の 主要 なチ ェ ッ クポ イ ン トの 概 要 や 注 意 点 に つ い て 事 前 に

効 率 的 な確 認 が で き，利便 性 が 高 い とい う本 シス テ ム の 「有 効

性」 を示 して い る。

　 因子 分析 の 結 果 お よ び テ キ ス トマ イ ニ ン グ の 結 果 と もに ，本

研 究 の 課 題 で あ る シ ス テ ム の 「有効性 」が実 証 され た と考える。

7 ．おわ りに

　本 研 究 で は，要 介護者観光旅行 を成功 させ る最 大 の ポ イ ン

トで あ る事 前 準備 にお け る 「下 見」 と，付 き添 い 要 員 へ の 「事

前 説 明 」 を容 易 にす る た め，仮 想 3D 空 間 を手 軽 に構 築 で きる

Simple　Walker を改 良 した 本 シ ス テ ム を開 発 し，そ の 有 効 性

を検 証 した。岡 山 県 内 の 9 施 設 に お い て 利 用 実験 を 行 い ，ア

ンケ
ー

ト調 査か ら因子 分析，テ キ ス トマ イニ ン グ分析 を行 っ た

結果，本 シ ス テ ム の 有効性が確認で きた。マ ル チ メ デ ィ ア 情報

の 利用 技 術 を介護 の 分 野 で 実 践 的 に 応 用 し，評 価を 行うこ とは ，

今後の 応用技術 に 対する 方向性 を示 す もの で ある 。

　本シ ス テ ム に よ り，今 まで ベ テ ラ ンの 施設従事者の ノ ウ ハ ウ

に頼 っ て い た 要 介護者観光 旅行 の 事前確認業務 を，旅行 企 画 者

側で 行うこ とが可 能に なる と と もに，現地の 視覚デ
ー

タ を伴 っ

た 旅行の
一

定の ノ ウ ハ ウ を蓄積 す る こ とが で きる。また，こ の

ノ ウ ハ ウ とデ
ー

タ を 1 企 画 者 の 知 と し て 保 有 す る に と ど ま ら

ず，多数の 観光地 デ
ー

タ を収 集 した 上 で 旅 行会 社 等 が保 有 し，

旅行 プ ラ ン と して 提 案 す る こ とに よ り，他 の 多 くの 要介 護 者 観

光 旅行 に も活用 で き る と考 え られ る。

　 今後の 課 題 と して ，誰 で も簡 単 に 仮 想 3D 空 間の 構 築 お よ

び コ ン テ ン ッ の 作 成 が で きる よ うな工 夫が必 要 で あ る。具 体 的

に は，パ ソ コ ン 操 作 が苦 手 な施 設 従 事 者 が 自 ら作 成 で きる よ う

に，簡単な オーサ リ ン グ ツ
ール の 開 発 が 求 め られ る。ま た，バ

リア 情報 を分 か りや す く効 果 的 に見 せ る工 夫も必 要 で ある。例

え ば，階段 や 段 差 を説 明す る場 合 に，ふ きだ しで 説 明 を行 うだ

けで な く，仮 想 3D 空 聞上 の 視 点 を変 化 させ る こ と に よ り，高

さを実 感 で きる提 示 を行 うこ と な どが あ る 。

　 本 シ ス テ ム は，福 祉 分 野 で の 利 用 に と ど ま らず，所 属 す る

コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 参加性 を増 進 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア と し

て ，よ り広 い 分 野 へ の 応 用 も可 能 で あ る 。

一
例 と して 不 動 産 1青

報の 共有や，交通安全教育な どの 分 野 へ の 拡張可 能性 が考えら

れ る が，今後の 課 題 と し た い 。
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